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   定量が構成できることを示した．
 口）二つの指数分布の平均の比θ＝λ、／λ。の推測では
                 （m－1／m）（元／夕）一θ＝O
   よりも
                    元一θ夕＝O
   が良い．
 ハ）変動係数θ＝σ2／μ2の推定では
           Σ（ルー死）2／（m－1）一θ｛元2一Σ（ルー死）2／m（m－1）｝＝O
   を板として推定する．
等が得られる．
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            aP。（C）＝0，P1（乏）（一P。（玄）十P。（τ））励
                 斗／爾aろ1。（左）十／雨aろ1。（玄）
            aP。（彦）＝01P。（オ）（P、（τ）一P。（τ））励
 （2）                 十／痂aろ、1（広）十厩励、、（広）
            aP。（C）＝0，P。（オ）（一P、（C）十P。（C））励
                 十砺aろ、、（1）十π励、、（1），
ここでろゴ5（玄）（タ〉ノ）はたがいに独立な標準Brown運動とし，～（τ）十伽（左）＝Oが成り立つものとす
る．式（1）と同様な結果をItoの公式をもちいて示すことができる．すなわち






             ∫1＝P、十P2＋P3＋P。十P5
             ∫。＝P工P2P4＋P2P3P。十P3P．Pユ十P4P5P。十P．P，P3
             ∫3＝P，P2P3P4P5
となる（Itoh（1973．1979．1987），伊藤（1977））．o。＞0の場合
                亙（∫、（広十aC）1∫、（≠））二（1一。、。1C．o．aC）∫、
となる．
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